
学校番号 １１２ 

令和２年度 音楽科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「音楽Ⅲ 改訂版」 （教育出版） 

副教材等 The Basics of Music （教育芸術社）、その他自主教材 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

●「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽を聴くこと」の３つの分野を年間通して学習します。 

● 学習の到達度は、実技テストやワークシートで評価します。 

● 音楽の学習は、何よりもまず「進んで取り組もう」という姿勢を持つことが大切です。熱心に取

り組み、練習を重ねた演奏は、上手・下手を超えたところで聞く人の心を打ちます。「心に届く

演奏」が出来たとき、演奏者の心にも深い充実感が生まれます。この充実感は、合唱や合奏で美

しいハーモニーを体感できたときにも訪れます。「音楽をする喜び」とはこの充実感を感じるこ

とに他なりません。多くの皆さんにこの充実感を味わってほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

幅広い音楽活動を通して音楽を愛好する心情を育むとともに、古今の名曲に触れる機会を多く作り、

音楽文化についての理解を深める。 

音楽的な感性を高めるとともに、合唱、器楽アンサンブルなどを通して互いの存在を意識しながら表

現をしていく能力を身につける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への    

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱、器楽

創作、鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、歌唱、器楽、創作

の音楽表現を工夫し、

どのように歌うか、演

奏するか、音楽をつく

るかについての表現

意図をもっている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身につ

け、創造的に表してい

る。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それら

の働きを感受しなが

ら、楽曲や演奏を解釈

したり、それらの価値

を考えたりして、音楽

に対する理解を深め、

よさや美しさを創造

的に味わって聴いて

いる。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

言
葉
と
音
楽
① 

【歌唱】 

初恋（日本語） 

Ave Maria（ドイツ語） 

Lascia chio pianga(イタリア語） 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:異なる３つの原語で書かれた

曲を歌いながら、その表現内容

や言葉の特徴に関心を持ち、そ

れぞれの持ち味を生かした表現

を工夫しつつ取り組んでいる。 

b:言葉と旋律の関わり合いを知

覚し、それぞれのもつ特質を感

じ取って音楽表現に生かしてい

る。 

c:それぞれの曲の特徴を総合的

に理解し表現するために必要な

発声の技法を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
の
名
曲
に
挑
戦 

【器楽】 

禁じられた遊び（ギターソロ） 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:楽曲の構成および、この曲が

主題曲として使われた映画の内

容にも関心を持ち、主体的に練

習に取り組もうとしている。。 

b:メロディの流れを感じ取り、

伴奏の効果も考えながら表現を

工夫している。 

c:三連符、セーハなどこの曲を

表現するために必要な技術を身

につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

キ
ー
ボ
ー
ド
に
挑
戦 

【器楽】 

ｽｰﾊﾟｰｶﾘﾌﾗｼﾞﾘｽﾃｨｯｸｴｸｽﾋﾟｱ

ﾘﾄﾞｰｼｬｽ(キーボード二重奏) 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:鍵盤楽器の奏法に関心を持

ち、主体的に練習に取り組もう

としている。 

b:キーボードで得られるさまざ

まな音色を使って、曲にふさわ

しい表現が出来るよう工夫して

いる。 

c:キーボードでメロディや和音

を弾く技術を身につけている。: 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

二
学
期 

言
葉
と
音
楽
② 

【歌唱】 

Hey Jude（ギター弾き語り） 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:英語のポピュラーソングの特

徴に関心を持ち、表現意図を持

って弾き語りの学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:楽曲を構成するさまざまな要

素を知覚し、それらの働きによ

る世界観を感受しながらどのよ

うに歌うか工夫している。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



  

     c:ギターの伴奏の技能を身につ

け、英語の発音や言葉の特徴な

どを総合的に理解して演奏して

いる。 

 

日
本
の
音
風
景
～
秋
～ 

【鑑賞】 

箏曲「秋風の曲」 

能「松風」 

長唄「秋の色種」 

 

 

○ 

   

 

○ 

a:日本の音楽と自然や風土との

関わりや、日本の音楽の特質と

美しさに関心を持って鑑賞の学

習に取り組もうとしている。 

d:日本の楽器の持つ音色やリズ

ムを知り、それらが生み出す独

特の雰囲気を感じ取り、日本の

伝統音楽に対する理解を深め、

そのよさを味わって聴いてい

る。 

観察 

ワークシート 

リ
コ
ー
ダ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
挑
戦 

【器楽】 

エル・クンバンチェロ 

（ソプラノ、アルト、テナーリコ

ーダーとキーボードによるア

ンサンブル） 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:1，2 年次で学習したリコーダ

ー演奏の総仕上げとなる曲であ

ることを理解し、クラス全員で

一曲を仕上げることに主体的に

取り組もうとしている。 

b:各パートの特徴を理解し、自

分が担当するパートの役割を把

握して、体の表現につなげよう

としている。 

c:細かいパッセージが出てくる

など、技術的に難しい部分もき

ちんと演奏できるよう努力して

いる。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

物
語
と
音
楽 

【鑑賞・歌唱】 

オペラ「トゥーランドット」より 

Nessun dorma 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:オペラのアリアの表現内容に

関心を持ち、表現意図を持って

歌う学習に取り組んでいる。 

b:イタリア・オペラ独特の雰囲

気を感じ取り、物語の進行にお

ける音楽の効果を理解してどの

ように歌うか考えて取り組んで

いる。 

c:物語の中におけるこの曲の演

奏効果を知り、それにふさわし

い表現をするために必要な発

声、呼吸法などを身につけてい

る。 

d:登場人物の声とオーケストラ

の関わりを知り、物語の進行に

おける音楽の効果なども理解し

ながら聴いている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



三
学
期 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
に
挑
戦 

【器楽】 

組曲「惑星」より「ジュピター」 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:ミュージックベルの演奏上の

特質および音色の美しさに関心

を持ち、主体的に練習に取り組

もうとしている。 

b：一人１音ないし２音を担当し

て全員の協力の下、演奏してい

くことを理解し、音の立ち上が

り等にばらつきがないよう、な

めらかな表現が出来ることを目

指している。 

c:ベル本来の持つ、澄んだ美し

い音を響かせることが出来てい

る。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

卒
業
の
歌
を
歌
お
う 

【歌唱】 

卒業写真（二部合唱） 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 a:まもなく迎える卒業にふさわ

しい歌を歌うことを通じて、残

る高校生活より有意義なものと

しようとする意識をもって取り

組んでいる。 

b:二部合唱のハーモニーをより

深く感じ取って、楽曲の持つ世

界観を表現しようとしている。 

c:各自の声の持つ特質を知りつ

つ、全体のバランスがとれるよ

うな歌唱の技術を身につけてい

る。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

※ 表中の観点について  

a: 音楽への関心・意欲・態度   b: 音楽表現の創意工夫 

c: 音楽表現の技能        d: 鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 

 


